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１．発足の目的 

 本学では、平成１９年４月１日に工学部技術部が発足した。それにともない技術部に所属し

ている技術職員がどのような分野でどんな技術を持ち、どんな仕事をしているかなどの情報及

び技術部の活動内容を多くの方々に知っていただき、技術部について少しでも理解していただ

くことを目的とした広報活動をおこなうために発足した。 

 

２．活動記録 

 

２．１ 技術部報告書の発刊 

工学部技術部が発足して１年が経過した。その間に行った研修、技術報告、奨励研究報告、

各委員会報告、各ＷＧの活動報告など技術部のさまざまな活動を記録にして幅広く大学内外

に広報するために、技術部報告書第 1号を作成して発刊した。 

（配布先） 

学外（全国の国立大学技術部と九州内の高専 ８４部） 

学内（学長、各理事、各学部長など ２７部、技術職員 ４０部） 

（活動内容） 

・４月２３日 第１回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

業務依頼および組織構成の内容を詳細に検討。掲載予定項目の確認。 

・５月１５日 第２回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

原稿提出状況の確認および提出された原稿の内容チェック依頼。 

・５月２２日 第３回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

目次について検討、原稿執筆者に原稿修正の依頼。 

・５月２９日 第４回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

目次の作成および修正された原稿の内容確認。 

・６月 ５日 第５回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

目次の修正および技術部報告書（案）を各技術長に回覧。 

・６月１２日 第６回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

各技術長から指摘された修正箇所を検討および原稿執筆者に修正依頼。 

・６月１９日 第７回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

修正された原稿をもとに技術部報告書（案）を作成、各技術長に回覧。 

・７月２４日 第８回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

技術部組織構成と名簿の掲載、表紙について検討。配布先の検討。 

・７月３１日 第９回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

学内配布先と学外配布先の決定および配布先一覧表、表紙の作成。 

・８月 ４日 第１０回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

仮見積もりの依頼。 



・８月２１日 第１１回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

技術部報告書見本を２冊作成および正式な見積もり依頼。送付作業の前準備。 

・８月２９日 第１２回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

技術部報告書見本のチェックおよび２００部発注。送付作業の前準備。 

・９月１１日 第１３回技術部報告書作業担当者打ち合わせ 

全国の国立大学法人技術部と学内の主な部署に技術部報告書の送付。 

 

２．２ 技術部紹介ファイルの作成 

研究会や技術部関連イベント等を通した他大学技術部との交流および教員，事務組織にお

ける技術部への理解の浸透をはかるため、技術部の組織構成・各系の概要・業務内容・各Ｗ

Ｇの活動状況等をまとめて技術部紹介用パワーポイント・ＰＤＦファイルを作成した。 

（活動内容） 

・８月２９日 第 1回技術部紹介担当者打ち合わせ 

掲載する項目の内容についての検討。 

技術部紹介のためのプレゼンテーションの雛形を担当者に作成依頼。 

・技術部紹介（案）のパワーポイントファイルをＷＧに公開して意見を求めた。 

・１０月２３日 技術部ホームページに技術部紹介ファイルを公開した。 

・１１月 ６日 第２回技術部紹介担当者打ち合わせ 

公開した紹介ファイルの見直しを行い、担当者に変更依頼。 

・重点的に取り組んでいる地域貢献活動の項目を充実させてホームページに公開した。 

・地域貢献活動などのイベントがあれば、そのつどファイルに掲載を行う。 

 

２．３ ホームページの管理 

（活動内容） 

・技術部ホームページに掲載される情報（組織情報および教育支援・研究支援・地域貢献

活動状況など）を常に最新の状態になるように努めた。 

・技術部ホームページが外部からの進入により改変されていないかの監視を行った。 

・技術部に関する情報の掲載作業および最新情報への更新作業、ならびにサーバー機器の

安定動作の管理作業を行った。 

 

３． 成果 

・技術部報告書第１号を作成して発刊した。 

・技術部紹介ファイルを作成し、技術部ホームページに掲載した。各種の会合などの技術部

紹介用のプレゼンテーション資料として公開している。 

・技術部ホームページの内容を充実（技術部紹介ポスター・地域貢献イベント等）させた。 

 

４． 今後について 

・技術部ホームページに掲載される情報（組織情報および教育支援・研究支援・地域貢献活

動等の活動状況など）を常に最新の状態にするように更新に努める。 

・技術部報告書第２号を作成して発刊する。  


